
語 ら れ る 神  パート 5 
                                                                                                        　　　　　聖書は【新改訳 2017】より引用しています。

 ベレーシート 

皆さん、おはようございます。  今日もこのようにして皆様と共に主を礼拝できる恵みを感謝します。

「初めにことばがあった。ことばは神とともにあった。ことばは神であった。」             ( ヨハネ 1：1)

「信仰によって、私たちは、この世界が神のことばで造られたことを悟り、

   その結果、見えるものが、目に見えるものからできたのではないことを悟ります。」    (ヘブル 11：3)

すべてのものは　神の御口から出ることばによって造られたのです。そうです神は今も語っておられるのです。

ずっと一貫して神が語られていることは何でしょう？

今朝もシェームイェシュアの御名を呼んで、神の声を聞いていきましょう。
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 前回のまとめ 

♥ パート１  神が語り続けていること・・エデンの回復 

神は関わりの神。　愛の対象として神の似姿として最初の人アダムとエバを創られ、二人を祝福します。

「生めよ　増えよ　地に満ちよ。地を従えよ。海の魚、空の鳥　地の上を這うすべての生き物を支配せよ」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             (創世記 1:28)　　

「神である主は人を連れて来てエデンの園に置き、そこを耕させ、また守らせた。」    ( 創世記 2：15)　　  

連れてきて( ח קַ 。ラーカハ) には娶る、結婚するという意味が含まれます  לָ

この「置いた」と訳された動詞は、 それは「安らかに(自分の力ではなく)導かれる、安息を与え。(ヌーアッハ) נוּחַ

て憩わせる」という意味があり、それこそが人をエデンの園に置いた神の本来の目的なのです。

「ヌーアッハ」の名詞 (  ה נוּחָ 。メヌーハー) は「憩い」「安息」を意味します  מְ
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 「主は私の羊飼い。私は乏しいことがありません。主は私を緑の牧場に伏させ、いこいのみぎわに伴われます。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(詩篇 23：1-2)

これが「メヌーハー」です。つまり、主との深い親密な交わり、かかわりこそが私たちに安息をもたらすと言ってい

るのです。エデンの園はそうした安息のある場所でした。しかし蛇の言葉を信じて蛇と一体となった彼らは、神の言

われることばが理解できなくなってしまったのです。

いのちの木から取って食べ、永遠に生きることがないように神は二人をエデンから追放されたのです。

でもそれは追放ではなく ח לַ 。遣わされていったのです (シャーラハ) שָׁ

もう一度エデンの回復を与えるために　べレシート 初穂なる方イェシュアを通して壮大な神のご計画が始まってい

くのです。

「わたしを呼べ そうすればわたしはあなたに答え

　あなたの知らない理解を超えた大いなることを あなたに告げよう」(エレミヤ 33：3)

とあります。イェシュアへの直通電話は「333」だと学びました。
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♥ パート 2　愛することは従うこと。 神を愛するとは神と同じものを見ること。

神がイスラエルに語り続けていることは聞くこと、シェマイスラエル 御子に聞けです。

聞くことは従うこと。アブラハムは神から愛するイサクをモリヤの山の上でささげけるように言われ、

翌朝早く行動を起こしたのです。神のことばに従順な姿が見えます。三日の道のりをかけ、

示されたモリヤの山の上でイサクを屠ろうとしたまさにその瞬間、神はアブラハムの名を呼ばれ、

「その子に手を下してはならない。その子に何もしてはならない。今わたしは、あなたが神を恐れていることが

　よく分かった。あなたは、自分の子、自分のひとり子さえ惜しむことがなかった。」    (創世記 22：12)

と言ってイサクを助け出されました。

「アブラハムが目を上げて見ると、見よ、一匹の雄羊が角を藪に引っかけていた。アブラハムは行って、

　その雄羊を取り、それを自分の息子の代わりに、全焼のささげ物として献げた」          (創世記 22：13)
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モリヤの山はやがてゴルゴダの丘と呼ばれ　この時全焼のいけにえとしてささげられた雄羊は、神の子イェシュアの

十字架刑の予型です。

アブラハムに彼の愛している一人子イサクを返された神は、ご自身の一人子イェシュアを十字架につけたのです。

「神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに世を愛された。それは御子を信じる者が、

　一人として滅びることなく、永遠のいのちを持つためである。」  (ヨハネ 3：16)

父なる神の愛が迫ってきます。アブラハムはその場所をアドナイ・イルエと呼び、「主の山には備えがある」

と訳されていますが、ヘブル語で見るなら ה אֶ רָ アドナイ・イルエ　「アドナイ」 主が「イルエ」 ご覧にな יהוה יֵ

る・・ずっと継続してご覧になっているという意味なのです。

神がご覧になっている場所はエルサレムです。

ם יִ לַ רוּשָׁ 。イェルーシャーライムは、神がご自分の計画の完成を常に見ておられるところなのです יְ

愛するとは、神と同じ思いを持ち、同じものを見ること。

神から愛されるとは、神が語られる奥儀を知ることが赦されること。
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「 主はその御目をもって全地を隅々まで見渡し、その心がご自分と全く一つになっている人々に御力 を現して

　くださるのです。」   (Ⅱ 歴代１６：９ )

アブラハムのように神と同じものを見ていた人がいます。

♥ パート３　神と同じものをみていたエレミヤ 

神に何を見ているのかと聞かれたエレミヤはアーモンドの木を見ていると答えます。

それは目覚めの木とよばれ、神がこれから何をされるのか・・を見ていたのです。

神と同じ心を持つエレミヤは預言者としての召命を受け、立ち上がります。

　●「使命とは、人が造られエデンの園で耕し守るという務めを与えられたこと、つまり「王なる祭司」として多くの

時間を神とともに過ごし、神の御心と御旨を悟り、神の表現者となっていくこと。

●召命とは、神の終わりのご計画を人に忖度することなく、語っていくこと。 誰も聞かなくても、誰も理解しなく

ても、時として人々の反感を買い、命を狙われそうになったとしても、それでも語るということ。」

エレミヤは神の召命に生き抜いた人でした。
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♥ パート４　世界中のグルメでも勝てないグルメ　マアダンニーム　御馳走 

マアダンニーム (喜び) 、エデンが隠されていた秘密を皆さんと共に分かち合いました。

また、箴言の中にもマアダンニームを見出しました。

「あなたの子を懲らしめよ そうすれば彼はあなたを安らかにし、またあなたの心に喜びを与える。」

                                                                                                                 (箴言 29：17)

それは、イザヤ書に書かれていた、受難と死を通って復活されたイェシュアご自身だと知りました。

エデン。そこは神のことばに溢れたところ、豊さの溢れたところ、王自らが給仕くださるところだと知りました。

そしてその王国は、回りを見渡すと全てのものが歓喜して歌っている光景を見ました。

かつてシェバの女王がソロモンの宮殿を訪れそこで全てを見たのです。

どんな難問も簡単に解いてしまうソロモンの知恵を聞いたのです。

彼女はこの時のことを、生涯忘れることは出来なかったのではないでしょうか？
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目を閉じると感動がよみがえり、あのような繁栄をお与えになる、イスラエルの神は何と素晴らしいお方なのか？

彼女は噂を聞いていました。そして見たのです。でも実際にはその半分も知らされていなかったということが分かっ

たのです。それぐらいこの王国は言葉では表現できないぐらい素晴らしかったのです。

メシア王国はまさにそのような所ですね。

 異邦人への祝福 

シェバの女王と同じように、イスラエルの神の事を聞いていたもう一人の女性のことが聖書の中に書かれています。

噂というよりこの人は危機迫る事態に巻き込まれていて、もっと身近にそのことを感じていたのです。

誰ですか？

エリコの城壁に住む遊女ラハブです。　このエリコを攻め取るべく、命令を神から受けたヨシュアは偵察のために

二人の若者を遣わしました。　ח לַ 遣わす(シャーラハ)　שָׁ

彼らは遊女ラハブの家に入り、そこに泊まったのです。

するとこの敵国エリコの王から遣わされた者が、偵察に来た彼らを出せとラハブに言いますが、彼女は機転を利かせ 

あの者たちはもう出て行ったと告げます。
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彼女は二人を既に屋上に連れて行き、亜麻の茎の中におおい隠していたのです。

彼女が二人の若者に告げたことは恐るべきことでした。

「彼らに言った。「主がこの地をあなたがたに与えておられること、私たちがあなたがたに対する恐怖に襲われ

ていること、そして、この地の住民がみな、あなたがたのために震えおののいていることを、私はよく知っています。

あなたがたがエジプトから出て来たとき、主があなたがたのために葦の海の水を涸らされたこと、そして、あなたが

たが、ヨルダンの川向こうにいたアモリ人の二人の王シホンとオグを聖絶したことを私たちは聞いたからです。

私たちは、それを聞いたとき心が萎えて、あなたがたのために、だれもが気力を失ってしまいました。あなたがたの

神、主は、上は天において、下は地において、神であられるからです。」       　      (ヨシュア記 2:9-11)

ラハブは、自分の住んでいる地域の者たちがイスラエルの神のことを言っているのを耳にしました。

そして分かったのです。この神は本物だ・・ならば到底勝ち目はない・今自分は何をすべきなのか

彼女は悟ったのです。この二人の若者を守り無事送り返さなくては・・・それが彼女の優先でした。
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すかさず彼女は二人に懇願します。

「今、主にかけて私に誓ってください。私はあなたがたに誠意を尽くしたのですから、

　あなたがたもまた、私の父の家に誠意を尽くし、私に確かなしるしを与え、私の父、母、兄弟、姉妹、

　また、これに属するものをすべて生かして、私たちのいのちを死から救い出す、と誓ってください。」

                                                                                                                   (ヨシュア記 2：12-13)

若者たちもまたこのように答えます。

「主が私たちにこの地を与えてくださるとき、あなたに誠意と真実を尽くそう。」    ( ヨシュア記 2：14)

そして彼らを逃がした窓に結んだ赤い紐が、彼女の一族を助ける目印となるのです。

まさしくラハブにとっていのちの綱といっても過言ではありません。

やがてその日は来ます。頑丈なエリコの城壁は神のくすしいみ業によって崩れ、イスラエルの民はときの声を上げな

がらその町に攻め入り全てのものを聖絶します。しかしヨシュアはラハブとの誓いを果たすべく、あの二人の若者に

告げるのです。

「あの遊女の家に行き、あなたが彼女に誓ったとおりその女とその女に連なるすべての者を連れ出しなさい」

                                                                                                                     (ヨシュア記 6：22)

10



彼らはラハブと交わした約束通り、彼女の両親や兄弟、彼女に連なるすべての者を連れ出し助け出しました。

彼らの命は助かったのです。この全ての始まりは、あの日二人をかくまったことから始まったのです。

異邦の女　ラハブとルツから見えてくるもの

ラハブ ♥ サルマ　　ルツ ♥ ボアズ　

彼女の命の系列は続いていきました。ただいのちが助けられただけではなく、やがてラハブはサルマの

花嫁となりボアズを産むのです。

ボアズ、ご存知ですよね？　ダビデの曽祖父になります。このボアズが、母ラハブと同じ異邦人のルツと

結婚します。ボアズとルツ、この二人にはちょっとしたロマンスがあるのです。　

図らずもナオミの親戚関係のあるボアズの畑に導かれたルツ　落ち穂拾いをしながら年老いた義母ナオミを養うルツ

の姿に感銘を受けた彼はいつも彼女に親切に接します。

ボアズがルツにかけた言葉があります。

「主があなたのしたことに報いてくださるように、あなたがその翼の下に身を避けようとして来た

　イスラエルの神、主  から、  豊かな報いがあるように。」       (ルツ記 2：12)
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ルツ רוּת  彼女は異邦の民、モアブ人です。  ルツの姑ラハブも異邦人ですね。

そしてモアブはアブラハムの甥のロトが祖となっているのです。ルツとボアズが結婚してオベデを産みます。

ダビデの祖父です。ラハブとルツ二人の異邦人の女性がイェシュアのいのちの系列に組み込まれていくのです。

これはイスラエルと異邦人が共に神の国を受け継ぐことの予表です。そのことがこのみことばから読み取れます。

 

「ですから、思い出してください。あなたがたはかつて、肉においては異邦人でした。人の手で肉に施された、

　いわゆる「割礼」を持つ人々からは、無割礼の者と呼ばれ、 実に、キリストこそ私たちの平和です。

　キリストは私たち二つのものを一つにし、ご自分の肉において、隔ての壁である敵意を打ち壊し、

　様々な規定から成る戒めの律法を廃棄されました。こうしてキリストは、この二つをご自分において新しい一人の

　人に造り上げて平和を実現し、 二つのものを一つのからだとして、十字架によって神と和解させ、敵意を十字架

　によって滅ぼされました。」      (エペソ2：14-16 )

 イスラエルの神 　

イスラエルの神。私たちはこのフレーズを何度も目にし、耳にしてきました。ラハブはこの方について告白しました。
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「あなたがたの神、主は、上は天において、下は地において、神であられるからです」と。

ドンピシャです。その通りなのです。主は言われていますよね。 

     「人が隠れ場に身を隠したら、わたしはその人を見ることができないのか。

　   ー主のことばー 天にも地にも、わたしは満ちているではないかー主のことば。」        　 (エレミヤ 23：24)

ですからラハブの告白通りです。神は天にも地にも満ちているお方なのです。

ルツも言いました。夫を亡くし未亡人になったルツに実家に戻るように気遣うナオミにモアブ人ルツは言うのです。

「ルツは言った。「お母様を捨て、別れて帰るように、仕向けないでください。お母様が行かれるところに私も行き、

　住まれるところに私も住みます。あなたの民は私の民、あなたの神は私の神です。」」 　　( ルツ記 1:16 )

ルツはナオミが信じているイスラエルの神は私の神だと信仰の告白をしたのです。　
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ここでみなさんにお聞きしたい。あなたならイスラエルの神とはどのようなお方だと告白しますか？

いきなりイスラエルの神といっても・・・少し固まってしまうかも知れないですね。

ACに導かる前まで私たちは、置換神学の中にどっぷりとはまっていました。　イスラエルのことがまるごと抜けた

まま聖書を読み、違う解釈で理解してきました。イスラエルはとうの昔のこと、聖書に書かれているイスラエルとは

教会のことだと信じて疑わなかったのです。

これが、いわゆるバリバリの置換神学です。でもACに導かれてからは聖書は神のご計画の書で、終わりの事が書か

れている預言の書、どこまでいってもイスラエルが基軸であることがはっきりと分かりました。

そして何よりも、 やがて起こされてくるイスラエルの残りの者にこそ、神の関心が注がれているのだとわかった時

に、今までは、点と点でしかわからなかったことが線になって理解できるようになったのです。

そして何よりも「あなたがたは、聖書の中に永遠のいのちがあると思って、聖書を調べています。その聖書は、

わたしについて証ししているものです。」(ヨハネ 5:39) とあるように、全てイェシュアのことが書かれていたと

良く分かったのです。

以来聖書の読み方も変わり、聖書の中にイェシユアを探すようになりました。
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私が今持っているバイブルクラスの中で、必ず聞くことがあります。イェシュアは、どのような方ですか？と。

返ってくる答えは、救い主とか、罪をゆるしてくださった方など、スタンダードな答えが返ってきます。

他には？　次は？と聞くと彼らは「う～ん」「え～」といいながら下を向くのです。

しまいには行き詰って声も小さくなり沈黙してしまいます。

そこで質問を変えて私について紹介してもらうことにしました。すると彼らは「声が大きいとか、元気とか、明るい

とか、聖書大好きとか」詰まることなく面白がって話し出します。

それは　彼らの目の前に実際にわたしがいるからです。　声も聞いて、共に笑ったりして、顔の表情なども分かるか

らです。だから思ったままを素直に言うことが出来るのです。

今、私は何を話しているのか分かりますか？

先程の問いかけをもう一度させてください。イェシュアとはどのようなお方なのですか？

 イェシュアとはどのようなお方？ 

イェシュアは目には見えませんが、でも実際に今ここにおられるのです。
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「2 人か 3 人が私の名において集まっているところには、私もその中にいるのです。」   (マタイ18：20)

とイェシュアは言われました。いるのです。ここに確かに主の臨在があるのです。

そして皆さんの霊のど真ん中にいてくださっているのです。そうですよね？

理解の中では、アーメンその通りですと言っていますよね？

それなのに私たちはイェシュアを知らないのです。この方はどのような方？と聞くとだんだんと言葉が出なくなって

くるのです。本当は無限に言葉がでてくるはずです。

イェシュアは先生が作ってくれるテキストや皆さんのノートの中にいる方ではありません。

皆さんの知識の中だけにいる方ではないのです。実際に私たちとともにおられる方なのです。

 私の信じてきた方 

パウロは言いました「わたしは私の信じてきた方をよく知っている」と。
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パウロは弟子たちのように　直接イェシユアと会ったことはありません。天からのまばゆい光の中から語られた主の

声を聞いただけなのです。

強烈な光を受けて 3 日間目が見えず、闇の中にいたその間、彼は語り掛けられた主の声を何度も反芻していたのです。

やがて、憐れみという名を持つアナニアの按手によって、再び目が見えるようになりました。

それからの彼の歩みは 180度変えられ、御国の福音を大胆に語り続けました。

そのために、ありとあらゆる艱難の中を通らされてきましたがパウロは力強く証しします。

これらの艱難は私たちに重い永遠の栄光をもたらせていくのだと、　この艱難は軽いと、さらりと告白しています。

彼はイェシュアのことをよく知っているのです。

このお方は光なる方。ただ唯一のまことの王であられる方、ありとあらゆる困難の中にあっても助けてくださる方、

異邦人を愛してやまない平和の方だと。

また、生きておられる方、3 度の祈りは答えられなかったが、これは十分すぎる恵みだと気づかせてくださった方。

走るべき行程を走ったその先に義の栄冠を授けてくださる方だと。・・

ここでは語り尽くせないくらいに　使徒パウロは信じてきた方イェシュアがどのような方なのかを誰よりも深く深く

知っていたのです。
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またイェシユアと 3年半の時間を共に過ごした弟子たちは、霊感によって福音書を書き上げました。

マタイは王としてのイェシュアを、マルコは僕としてのイェシュアを、ヨハネは神としてのイェシュアを、ルカは人

としてのイェシュアを、彼らは自分の視点から、その目で見たままその耳で聞いたままを、私たちに教えてくれてい

ます。

では　私たちはどうなのですか？　私たちはこの方をどれぐらい知っているのでしょう？ペテロは告白しています。

「あなた方はイエスキリストを見たたことはないけれども愛しており　今は見ていないけれど信じており、言葉に尽

　くせない、栄えに満ちた喜びに踊っています。あなたがたが、信仰の結果であるたましいの救いを得ているからで

　す。」                                                                                                       (Ⅰペテロ1：8-9)

そしてこの方は触れることが出来る方です。御存じでしたか？このみことば良くかみしめてください。
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「 初めからあったもの、私たちが聞いたもの、自分の目で見たもの、じっと見つめ、自分の手でさわったもの、

　すなわち、いのちのことばについて。

　このいのちが現れました。御父とともにあり、私たちに現れたこの永遠のいのちを、私たちは見たので証しして、

　あなたがたに伝えます。

　私たちが見たこと、聞いたことを、あなたがたにも伝えます。あなたがたも私たちと交わりを持つようになるため

　です。私たちの交わりとは、御父また御子イエス・キリストとの交わりです。」    (Ⅰヨハネ 1：1-3)

神は関わりの神です。そして神が私たちを造られたのは愛の関わりを持たれるためです。

愛の対象として私達はいるのです。

神を一言で表すなら？　漢字 1文字です。そうです「愛」です。

「愛のない者は神を知りません。神は愛だからです。」

   神はそのひとり子を世に遣わし、その方によって私たちにいのちを得させてくださいました。

   それによって神の愛が私たちに示されたのです。
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   私たちが神を愛したのではなく、神が私たちを愛し、私たちの罪のために、

   宥めのささげ物としての御子を遣わされました。ここに愛があるのです。」          (Ⅰヨハネ4:８-10)

宥めのささげ物、それは血です。

これ以上ないぐらいの痛みを負われ、尊い血を一滴残らず流してくださったイェシュアの血潮です。

メシア王国において、私たちは王にお会いすると言いました。この方はとこしえに私達を治めてくださる王なのだ

と・・でも今回このメッセージを準備しながら　空を見て私は独り言を言っていました。

メシア王国で私たちは王に会う？・王・・と思いめぐらしている中、主は大切なことを気づかせてくださったのです。

イェシユアは私たちの事を何と呼ばれているかを思い出したのです。

イェシュアは私たちを花嫁だと言ってくださっているということを・・

「というのも、私は神の熱心をもって、熱心にあなたがたのことを思っているからです。私はあなたがたを、清純な

処女としてひとりの人の花嫁に定め、キリストにささげることにしたからです。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (Ⅱコリント 11:2新改訳第３版） 
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ご存知でしたか？　花嫁ですって、何か照れてしまいますね。

御国に共に住むためにイェシュアは私たちと結婚してくださる・・このことはよく聞いてきました。

でも花嫁としての意識はあまりありませんでした。

花嫁ということばを聞くと女性の皆さんは　可愛いらしくなりますね。

男性のみなさんも、既成概念を捨て今一度そのことの意味をかみしめてください。

イェシュアは誰なのか・・と問われたら　真っ先に出てくる言葉として「わたしの花婿です」といってほしいです。

花嫁という言葉は今更ながら何と美しい響きなのでしょう！と思います。

ご存知でしたか？　イェシユアと私たちは今、婚約期間にあるのです。

私の話など聞きたくないかも知れませんが、少しだけお付き合いください。(笑)

自分の結婚式が待ち遠しく思ったその日を思い出します。その時が来るまでいつもふわふわしていて何をしても落ち

着かない・・　花婿になる夫のことをいつも思い考えていました。

結婚して一番嬉しかったことは「じゃあ、またね。」と別々のところに帰らなくてもいい。

ずっとずっと一緒にいられる・・これが結婚なのだ～と喜びをかみしめていました。
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花婿も花嫁も互いを恋慕う。私の記憶の中ではそのような時が確かにあったのです。

しかし、悲しいかなそれは過去形となっています。

この思いも愛も永遠に続くと思っていましたが…　罪ある人の愛というものはいつの間にか薄れてしまい、新鮮な気

持ちがなくなり、当たり前のようになり感動もときめきも少しずつ色褪せてしまうのです。

「人の望むものは人の変わらぬ愛である」                 (箴言 19：22 新改訳第三版)

とありますが、神の安息から離れ蛇と一体になってしまった人間の愛は限りがあり、愛を永続できなくなりました。

イェシュアは言われました。「不法がはびこるので、多くの人の愛が冷えます。」    (マタイ24：14)

止むを得ない理由があるにせよ、現代は多くの人たちの結婚生活が破綻しているのを見ます。

しかし神の愛は昔も今もとこしえに変わることがないのです。

「たとえ山が移り、丘が動いても、わたしの真実の愛はあなたから移らず、わたしの平和の契約は動かない

　──あなたをあわれむ方、主は言われる。」   (イザヤ 54:10)
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真実の愛→変わらない愛（新改訂第 3版）　慈しみ（口語訳　新共同訳）

わたしの平和の契約は動かない→　平安を与えるわが契約は動くことがない。（口語訳）

私の結ぶ平和の契約が揺らぐことはない。（新共同訳）

神の愛は不変で変わることはないのです。いつも新鮮な思いで私たちに愛を注いでくださっているのです。

今この瞬間もイェシュアは私達を捉えて離さないのです。

このイザヤのみことばは、イスラエルファースト。恵みと嘆願の霊が注がれイェシュアをメシアだと信じ立ち上がり

宣教を開始する残りの者たちへのみ言葉です。

この民を主は片時も忘れていません。でも私たちもイスラエルに接ぎ木されたものですから、当然私たちにも当ては

まるみことばであり私たちの事も強烈に愛してくださっていることに何ら変わりはありません。

「たとえ私たちが真実でなくても、キリストは常に真実である。ご自分を否むことができないからである。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Ⅱテモテ 2:13)

とあるようにこの方はどこまでも真実を尽くし続けてくださるのです。
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ご存知でしたか？私たちエクレーシアだけが、イェシュアの花嫁なのですよ！

 花婿イェシュアが求めておられる花嫁の姿とは？‥ヘブル語で見てみましょう。
以下の資料は、溜 照子さんの原稿 (シェマ子ども学園) で使われているものから抜粋させて頂きました。

花嫁はヘブル語で  ה לָּ 。カッラーです  כַּ

●花嫁　 カッラー　初出箇所 【創世記 11章 31節】

「テラは、その息子アブラムと、ハランの子である孫のロトと、息子アブラムの妻である嫁のサライを伴い、カナン

   の地に行くために、一緒にカルデア人のウルを出発した。しかし、ハランまで来ると、彼らはそこに住んだ。」

息子アブラムの妻である嫁のサライを伴いカナンの地に行くために・・カナンは乳と蜜の流れているところ

神様の完成された場所なのです。　完成された場所こそが花嫁がいるところなのです。

●完成する　カーラー　初出箇所【創世記2：1】

「こうして天と地の万象が完成した。」　　神は人と共に住むために天と地を創り万物を創り完成させました。
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●絶えいるばかり　カーラー　初出箇所【詩篇 119：81】

「わたしのたましいはあなたの救いを慕って絶え入るばかりです。私はあなたのみことばを待ち望んでいます。」

私の目はあなたのみことばをあなたの正しい約束を「持ち望むほどに」「慕って絶え入るばかりです」などの切望す

る言葉も述べられています。

花婿が求めておられる花嫁の姿とは・・・

みことばなるイェシユアご自身を求めつづける姿です。

●食物、食べる オフラー

初出箇所【創世記 1章29節】

「神は仰せられた。「見よ。わたしは、地の全面にある、

種のできるすべての 草と、種の入った実のあるすべての

木を、今あなたがたに与える。

あなたがたにとってそれは食物となる。」 

●思い　腎臓　キルヤー
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初出箇所【出エジプト記29章 13節】

「二つの腎臓とその上の脂肪を取り出しこれらを祭壇の上で焼いて煙にする。 」

この腎臓キルヤーとは全焼のいけにえとしてささげられるもの。神さまへの最高のささげものです。

それは、最高の物をささげる花嫁の献身を表しています。

これらを要約すると　花嫁は花婿イェシュアの口から語られる「みことば」を切に求め、食べることによって花婿な

る方イェシュアを深く知ることができます。

知れば知るほど、この方がより現実の方としてさらに慕い求めたくなるのではないでしょうか？

イェシュアを知ることを第一にするために全てをささげる、それが花嫁の最高の献身ではないでしょうか？

その芳ばしい香りは、神さまを喜ばせ私たちにも広がります。

このような麗しい花嫁が聖書の中に描かれています。

いつも主の足元で主の声を聞いていたマリヤ。彼女だけがこれからイェシュアが死に向かってゆくことを知り、埋葬

の準備として頭に香油を注いだのです。
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部屋いっぱいに広がる香り、イェシュアがゴルゴダの丘で血だらけの姿で十字架に磔になった時、風がこのナルドの

香りをイェシュアに届けたのです。

もう一人は、動物の血を携えて神を礼拝するやり方を廃止し、賛美をいけにえとして礼拝に取り入れたダビデ。

彼は告白しています。

「一つのことを私は　主に願った。それを私は求めている。私のいのちの日の限り　主の家に住むことを。

　主の麗しさに目を注ぎその宮で思いを巡らすために。」       (詩篇 27:4)

花婿なるイェシュアは、マリヤやダビデのような霊性を私たちの霊の中に既に与えてくださっています。

やがてお会いできるその日を待ちわびて、ブライダルエステと称し心を尽くし、思いを尽くし、力を尽くして、

ますます花婿なるイェシュアを愛して従っていきましょう。
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 花嫁として選んでくださった方は誰？ 

私たちをイェシュアの花嫁として選んでくださった方は誰ですか？　イェシュアですか？　いいえ違います。

世界の基が置かれる前から既に決まったことではありましたが、私たちを息子なるイェシュアの花嫁として選んでく

ださったのは御父です。

イスラエルの文化や風習は全て聖書に反映しています。イスラエルでは息子の花嫁を父が探します。

アブラハムが、エリエゼルに愛するひとり息子イサクの花嫁を探すよう託したように、今も御父は聖霊を遣わし働い

ておられるのです。

御父の仕事は花嫁を探すことです。御父は私たちをキリストの花嫁として選んでくださったのです。

「わたしを遣わされた父が引き寄せてくださらなければ、だれもわたしのもとに来ることはできません。

   わたしはその人を終わりの日によみがえらせます。」         (ヨハネ 6:44)

私たちは御父に見い出されました。

そしていつの日か、いいえ、近いうちにもうすぐ花婿が花嫁を迎えに来てくださるというのです。
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バプテスマのヨハネは言いました、「花嫁を迎えるのは花婿です」と。

それは今この瞬間かもしれないですよ。

イェシュアが迎えに来てくださるのです！！　エキサイトしてきますね　♥

そのことが　テサロニケ人への手紙で約束されています。　見てみましょう。

「すなわち、号令と御使いのかしらの声と神のラッパの響きとともに、主ご自身が天から下って来られます。

   そして まず、キリストにある死者がよみがえりそれから、生き残っている私たちが、彼らと一緒に雲に包まれて

   引き上げられ、空中で主と会うのです。こうして私たちは、いつまでも主とともにいることになります。」

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Ⅰテサロニケ人への手紙4：16-17）

携挙とは地から天に隠されることでもありますよね。

イェシュアとやっと顔と顔を合わせて会えたその瞬間の出来事なのです。それが携挙の時ですから、この携挙に希望

を抱いているのです。確かに迎えに来てくださったのです。さぁ私たちはイェシュアと会えました。

それからイェシュアとの婚姻が始まります。結婚式です。

フッパ―という天蓋の下で結婚式 (婚姻) がなされるのです。
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そしてその後二人は花婿が準備した新居で、7日間のハネムーン (二人だけの親密な時) を過ごします。

イェシュアを独り占め。何を話しましょうか？時間がいくらあっても足りないぐらい、わたしはイェシュアと、あの

こと、このことを、沢山たくさん時間も過ぎることを忘れて…　あ！時間のことなど気にしなくてもいいのですよね。

時間の制約を気にしなくていいなんて嬉しすぎます。ずっと話しをしたいです。それとも賛美がでてくるのかな？

それとも、もじもじ君のように　緊張して何も話せなくなるのかな？このわたしが？  考えられないですね(笑)

「私たちは喜び楽しみ、神をほめたたえよう。子羊の婚礼の時が来て、花嫁は用意ができたのだから。花嫁は

   輝くきよい亜麻布をまとうことが許された。その亜麻布とは、聖徒たちの正しい行いである。」（黙示録19:8）

「しかし、このことは、「目が見たことのないもの、耳が聞いたことのないもの、人の心に思い浮かんだことがない

   ものを、神は、神を愛する者たちに備えてくださった」と書いてあるとおりでした。」       （Ⅰコリント 2：9）

ベアハリート

「私の愛する方なんと美しく慕わしい　この身もこの心もすべてあなたのもの
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   花嫁は待っています　花婿が来られるのを　いつの日か顔と顔を合わせ　 みそばにゆく日まで

   あなたを愛しています　あなたのすべてがいとしい　心尽くし 御霊も花嫁も　待ち望む

   来てください　来てください　花婿イェシュアよ　」　　　　　　

主よ来てください。私たちはどこまでも、どこまでもあなたについて従っていきます。

マラナタ主よきてください。御国を切に待ち望みます。　あなたの御国がきますように。私たちの御国がきますよう

に。

「あなたの神、主は、あなたのただ中にあって救いの勇士だ。主はあなたのことを大いに喜び、

   その愛によってあなたに安らぎを与え、高らかに歌ってあなたのことを喜ばれる」 （ ゼパニヤ 3:17）

「私は、私の愛する方のもの。あの方は私を恋い慕う。」  　（雅歌 7:10）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2026.7.15     加藤 弘美  
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